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救
急
救
命
士
法
に
基
づ
き
、

医
師
の
指
示
の
も
と
に
救
急
救

命
処
置
を
行
う
資
格
を
持
っ
た

者
の
こ
と
で
す
。

　

現
在
市
で
は
、
計
13
名
の
救

急
救
命
士
が
各
消
防
署
に
配
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
救
急
救
命
士

の
養
成
を
進
め
て
お
り
、
平
成

21
年
度
に
は
、
そ
の
数
を
16
名

に
す
る
計
画
で
す
。

　

普
通
救
命
講
習
の
申
し
込
み

は
、
各
消
防
署
で
も
受
け
付
け

て
い
る
ほ
か
、「
ま
ち
づ
く
り

出
前
講
座
」
の
中
で
も
、
同
講

習
を
設
け
て
お
り
、
申
し
込
み

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

出
前
講
座
で
は
こ
の
ほ
か
に

も
、
応
急
手
当
の
基
礎
知
識
を

学
び
技
術
を
習
得
す
る
「
救
命

救
急
講
座
」
や
、
消
火
器･

消

火
栓
の
使
い
方
、
１
１
９
番
通

報
の
仕
方
、
住
宅
火
災
警
報
器

に
つ
い
て
学
ぶ
「
防
火
講
座
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み

は
、
企
画
部
秘
書
広
報
課
（
☎

24
・
２
２
２
２
）
ま
で
。

け
が
の
重
傷
度
を
判
断
し

治
療
の
優
先
順
位
を
決
定

　

ト
リ
ア
ー
ジ
（triage

）
と
は
、

フ
ラ
ン
ス
語
で
「
選
択
」
の
意
味
。

災
害
発
生
時
な
ど
に
多
数
の
傷
病

者
が
発
生
し
た
場
合
、「
病
気
や

け
が
の
緊
急
度
や
重
症
度
」
を
判

定
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
「
治
療
や

後
方
搬
送
の
優
先
順
位
」を
決
め
、

適
切
な
搬
送
・
治
療
を
行
う
こ
と

で
す
。

　

こ
の
ト
リ
ア
ー
ジ
を
行
う
際
に

は
、
傷
病
者
の
緊
急
度
や
重
症
度

に
応
じ
て
、「
ト
リ
ア
ー
ジ
・
タ
ッ

グ
」
と
呼
ば
れ
る
色
分
け
の
さ
れ

た
タ
ッ
グ
を
か
け
て
識
別
し
ま

す
。
医
師
・
看
護
師
は
そ
の
色
分

け
に
応
じ
た
対
応
を
行
い
ま
す
。

ト
リ
ア
ー
ジ

ト
リ
ア
ー
ジ

　

市
で
は
昨
年
９
月
、
市
医
師
会

と
と
も
に
医
療
救
護
訓
練
実
施
。

医
療
従
事
者
ら
２
０
０
人
が
参
加

し
、
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
を
行
い
ま

し
た
（
右
写
真
）。
市
消
防
本
部

で
も
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
を
実
施

し
、
有
事
に
備
え
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
年
も
９
月
14
日
に

金
山
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
で
医
療
救
護
訓
練
を
実
施

し
、
医
療
関
係
者
と
協
力
し
て
も

し
も
の
場
合
の
対
応
を
身
に
つ
け

ま
す
。

救
急
救
命
士

救
急
や
防
火
に
つ
い
て

学
び
ま
せ
ん
か

変わる救急変わる救急
進む防災進む防災

トリアージ・タッグ
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普
通
救
命
講
習
で

取
り
扱
い
を
学
べ
ま
す

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
、A

utom
ated 

External D
efi brillator

の
略

で
、
日
本
語
で
は
「
自
動
体
外
式

除
細
動
器
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
傷
病
者
の
心
臓
の
リ
ズ

ム
を
調
べ
、
治
療
の
た
め
に
電
気

シ
ョ
ッ
ク
が
必
要
か
ど
う
か
を
判

断
し
ま
す
。

　

心
臓
の
心
室
が
リ
ズ
ミ
カ
ル

な
拍
動
を
失
っ
て
小
刻
み
に
震

え
、
全
身
に
血
液
を
送
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
状
態
を
心
室

細
動
と
呼
び
ま
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
で

電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
こ
と

に
よ
り
、
心
室
細
動
を
起
こ
し

て
い
る
心
臓
は
、
本
来
の
正
し

い
リ
ズ
ム
を
取
り
戻
し
ま
す
。

　

こ
の
心
室
の
細
動
を
取
り
除

Ａ
Ｅ
Ｄ

Ａ
Ｅ
Ｄ

く
こ
と
を

「
除
細
動
」

と
い
い
ま

す
。
除
細
動

が
必
要
な
場

合
に
は
、
ど

の
よ
う
な
手

順
を
取
る
べ

き
か
を
Ａ
Ｅ

Ｄ
が
音
声
ガ

イ
ダ
ン
ス
を

用
い
、
救
助

者
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

な
ぜ
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
必
要
な
の
で

し
ょ
う
。
こ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
う
こ

と
で
、
救
命
率
を
飛
躍
的
に
向
上

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

突
然
心
臓
が
停
止
し
た
傷
病

者
に
対
し
て
、
す
ぐ
に
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
や
人
工
呼
吸
な
ど
の
心

肺
蘇
生
（
そ
せ
い
）
法
を
実
施
し
、

続
け
て
２
〜
３
分
以
内
に
除
細

動
を
行
え
ば
、
助
か
る
可
能
性
が

非
常
に
高
く
な
り
ま
す
。

　

心
停
止
か
ら
２
分
以
内
に
除

細
動
を
行
う
と
、
救
命
の
可
能
性

は
80
％
以
上
、
５
分
後
で
は
50
％

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
除

細
動
が
１
分
遅
れ
る
ご
と
に
救

命
の
可
能
性
は
７
〜
10
％
低
下

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

心
肺
蘇
生
法
に
よ
り
心
筋
と

脳
の
機
能
は
保
た
れ
ま
す
が
、
そ

れ
だ
け
で
は
心
室
細
動
か
ら
正
常

な
リ
ズ
ム
に
戻
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
早
期
に
除
細
動
を
か
け
る

こ
と
が
心
室
細
動
に
対
す
る
唯
一

の
効
果
的
な
治
療
法
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

平
成
16
年
７
月
か
ら
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
一
般
市
民
に
よ
る
使
用
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
（
た
だ
し
体
重
25
キ

ロ
以
上
、
８
歳
以
上
の
傷
病
者
に

対
す
る
使
用
に
限
ら
れ
て
い
ま

す
）。
そ
れ
以
降
、
普
通
救
命
講

習
の
中
に
、
こ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
の
講
習
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

市
内
各
消
防
署
で
は
、
応
急
手

当
の
重
要
性
や
心
肺
蘇
生
法
、
そ

し
て
こ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
を
学

ぶ
普
通
救
命
講
習
を
随
時
開
催
し

て
い
ま
す
。
受
講
を
希
望
さ
れ
る

際
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　突然の事故や病気などのとき、救急隊
が現場に到着するまでの間に、救急現場
に居合わせた人が、迅速な 119番通報、
適切な応急手当を速やかに実施すること
により、傷病者の救命効果が一層向上し
ます。
　また、傷病者の救命のためには、救急
現場に居合せた人による応急手当、救急
隊員の応急処置と搬送、医療機関での処
置の連携がスムーズに行われることが不
可欠です。
　ＡＥＤをはじめ心臓マッサージや人工
呼吸といった心肺蘇生法について理解
し、救命にかかわることで、より多くの
命が救われるはずです。

９月９日は、「救急の日」９月９日は、「救急の日」

　

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」、

８
月
30
日
か
ら
９
月
５
日
は

「
防
災
週
間
」
で
す
。

　

災
害
か
ら
自
分
た
ち
の
生
命

と
財
産
を
守
る
た
め
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
十
分
に
力
を
発
揮

で
き
る
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら
防

災
に
対
す
る
意
識
を
も
つ
だ
け

で
な
く
、
災
害
に
対
す
る
具
体

的
な
「
備
え
」
に
着
手
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

○
寝
室
や
居
間
の
家
具
の
向
き

を
工
夫
し
た
り
、
家
具
を
固
定

す
る
。

○
建
物
の
耐
震
診
断
と
必
要
な

補
強
を
す
る
。

○
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
避
難
経

路
を
家
族
で
確
認
し
合
う
。

○
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

（
１
７
１
）
を
活
用
す
る
な
ど
、

家
族
の
安
否
の
確
認
方
法
を
話

し
合
う
。

○
風
呂
水
を
た
め
て
お
く
、
買

い
置
き
品
を
増
や
し
て
お
く
な

ど
、
日
常
の
中
で
食
料
・
水
の

備
蓄
を
す
る
。

○
職
場
の
机
や
ロ
ッ
カ
ー
に
も

食
料
や
水
の
備
蓄
を
し
、
動
き

や
す
い
運
動
靴
な
ど
を
備
え
て

お
く
。

普通救命講習の様子普通救命講習の様子

身
近
に
で
き
る
災
害
へ

の
備
え
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住
宅
火
災
は
も
っ
と
も

身
近
で
危
険
な
火
災

　

一
昨
年
中
の
放
火
を
除
い
た

住
宅
火
災
の
件
数
は
、
全
国
で

１
６
８
６
６
件
。
こ
れ
は
、
同
年

中
の
建
物
火
災
発
生
件
数
の
半
数

以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
16
年
中
の
建
物
火
災
に
よ
る

死
者
数
１
１
５
９
人
の
う
ち
、
そ

の
約
９
割
に
お
よ
ぶ
１
０
３
８
人

が
住
宅
火
災
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
住
宅
火
災
に
よ
る

被
害
は
、
火
災
の
早
期
発
見
・
避

難
を
行
う
こ
と
で
未
然
に
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
、
平
成
16
年
に
改
正
さ
れ
た

消
防
法
で
は
、
火
災
の
発
生
を
い

ち
早
く
知
ら
せ
る
「
住
宅
用
火
災

警
報
器
等
」
の
設
置
を
、
す
べ
て

の
住
宅
に
義
務
付
け
ま
し
た
。
総

務
省
が
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、

火
災
警
報
器
の
設
置
に
よ
り
、
住

宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
が
約
３
分

の
１
に
低
減
で
き
る
と
い
う
デ
ー

タ
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器

住
宅
用
火
災
警
報
器

　

住
宅
火
災
の
原
因
（
放
火
に

よ
る
も
の
を
除
く
）
は
「
こ
ん

ろ
」「
た
ば
こ
」「
ス
ト
ー
ブ
」

に
よ
る
火
の
不
始
末
が
ト
ッ
プ

3
。
し
か
し
、
死
者
の
発
生
し

た
住
宅
火
災
の
発
火
源
で
は

「
た
ば
こ
」
が
ト
ッ
プ
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
寝
た
ば
こ

な
ど
の
火
の
不
始
末
が
原
因
で

す
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
緩
み
か

ら
、
死
に
つ
な
が
る
火
事
は
発

生
し
ま
す
。
寝
た
ば
こ
は
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

天
井
に
設
置
す
る
タ
イ
プ
と

壁
に
か
け
る
タ
イ
プ
の
2
種
類

が
あ
り
ま
す
。
消
防
法
で
設
置

を
定
め
て
い
る
の
は
、
煙
式
の

住
宅
用
火
災
警
報
器
で
す
が
、

火
災
に
よ
る
熱
を
感
知
す
る
機

器
も
あ
り
ま
す
。

　

住
宅
火
災
は
、
簡
単
な
取
り
組

み
で
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
自
分
と
家
族
の
身
を
守
る
た

め
、
普
段
か
ら
防
火
意
識
を
も
つ

と
と
も
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

等
の
確
実
な
設
置
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

既
存
住
宅
は
平
成
23
年
の

５
月
末
ま
で
に
設
置
を

　

新
築
住
宅
は
今
年
の
６
月
１
日

か
ら
建
築
時
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
既
存
の
住
宅

に
つ
い
て
は
平
成
23
年
５
月
31
日

階
の
階
段
の
天
井
、
ま
た
は
壁
に

設
置
し
ま
す
。

　

設
置
の
義
務
付
け
は
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
台
所
に
も
設
置
す
る

と
い
い
で
し
ょ
う
（
右
図
）。

　

警
報
器
は
家
電
量
販
店
、
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。
日
本
消
防
検
定
協
会
が

性
能
を
確
認

し
た
も
の
に

つ
い
て
は
、

下
図
の
「
鑑

定
マ
ー
ク
」

（
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
）
が
つ
い
て
い
ま

す
の
で
、
購
入
時
の
目
安
と
し
て

く
だ
さ
い
。

　

そ
の
ほ
か
不
明
な
点
は
最
寄
り

の
消
防
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　住宅用火災警報器設置の
義務化に便乗した、悪質業
者による訪問販売の被害が
出ています。
　消防署や市役所では、警
報器の販売は行っていませ
ん。高額な価格で販売した
り、契約を急がせたりする
業者には、十分に注意しま
しょう。契約をする場合に
は、事前に見積もりをもら
い、内容をよく確認し、慎
重に判断しましょう。

ま
で
に
設
置
す
る

よ
う
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

住
宅
火
災
警
報

器
は
、
ま
ず
、
普

段
就
寝
に
使
う
部

屋
（
寝
室
）
に
設

置
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、

寝
て
い
る
と
き
に

出
火
し
、
そ
の
ま

ま
逃
げ
遅
れ
て
死

亡
す
る
ケ
ー
ス
が

多
い
た
め
で
す
。

　

次
に
、
寝
室
が

２
階
以
上
に
あ
る

場
合
に
は
、
そ
の

警報器設置義務化に警報器設置義務化に
便乗した悪徳商法に便乗した悪徳商法に
ご注意くださいご注意ください

住
宅
火
災
の
原
因

２
タ
イ
プ
あ
る
住
宅
用

火
災
警
報
器

天井用

壁掛用
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大
雨
の
際
自
動
的
に
無
線

で
注
意
を
促
し
ま
す

　

昨
年
４
月
か
ら
、
土
砂
災
害
の

発
生
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
防
災

行
政
無
線
の
屋
外
拡
声
子
局
と
戸

別
受
信
機
を
利
用
し
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
放
送
で
お
知
ら
せ
す
る

体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
市
内
に
設

防
災
行
政
無
線

防
災
行
政
無
線

今
年
度
中
に
市
内
全
地
域

の
更
新
を
完
了

　

市
で
は
、
安
全
で
安
心
し
て
過

ご
せ
る
《
ま
ち
づ
く
り
》
の
た
め
、

災
害
情
報
等
の
連
絡
手
段
と
し

て
防
災
行
政
無
線
施
設
（
屋
外
拡

声
機
、
戸
別
受
信
機
）
を
活
用
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
機
器
も
老
朽
化
が
進
み
、

故
障
も
多
い
た
め
、
平
成
17
年
度

に
下
呂
地
域
、
馬
瀬
地
域
に
つ
い

て
機
器
の
更
新
を
実
施
。
今
年
度

は
萩
原
、
小
坂
、
金
山
の
３
地
域

に
つ
い
て
更
新
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

萩
原
、小
坂
、金
山
の
３
地
域
に

つ
い
て
は
、
９
月
以
降
随
時
、
世

帯
用
の
戸
別
受
信
機
を
更
新
。
１

世
帯
に
つ
き
１
台
、
事
業
所
に
つ

い
て
も
１
事
業
所
に
つ
き
１
台
を

無
償
貸
与
し
ま
す
。
ど
ち
ら
も
２

台
目
か
ら
は
有
料
と
な
り
ま
す
。

　

設
置
作
業
に
つ
い
て
は
、
下
呂

市
が
発
注
し
た
「
防
災
行
政
無
線

施
設
整
備
工
事
」
を
請
け
負
っ
た

業
者
が
、身
分
証
明
書
を
提
示
し
、

機
器
の
交
換
（
設
置
）
に
、
各
世

帯
、
事
業
所
に
伺
い
ま
す
。

　

同
時
に
各
地
区
に
設
置
さ
れ
た

ス
ピ
ー
カ
ー
型
の
屋
外
拡
声
機
の

ス
ピ
ー
カ
ー
及
び
ア
ン
テ
ナ
部

分
、
機
械
部
分
の
取
替
え
工
事
を

行
い
ま
す
。

　

無
線
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ

は
、
総
務
課
か
各
振
興
事
務
所
の

市
民
生
活
課
ま
で
。

気
象
庁
か
ら
飛
騨
南
部
に
大

雨
、
洪
水
、
暴
風
な
ど
の
気
象

警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
、
午

前
６
時
か
ら
午
後
10
時
ま
で
の

間
に
つ
い
て
は
、
発
令
ま
た
は

解
除
に
あ
わ
せ
て
随
時
同
報
無

線
で
放
送
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
午
後
10
時
以
降
に

警
報
が
発
令
さ
れ
、
翌
朝
ま
で

継
続
し
て
い
る
場
合
は
、
翌
日

の
午
前
６
時
ご
ろ
に
無
線
放
送

を
行
い
ま
す
。
小
中
学
校
の
児

童･

生
徒
に
対
す
る
、
登
校
や

自
宅
待
機
の
指
示
も
そ
こ
で
あ

わ
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
木
造
住
宅
の
「
耐

震
診
断
」
に
掛
か
る
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

　

ま
た
、
診
断
の
結
果
、
危
険

な
ど
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
に
対

す
る
、
耐
震
補
強
工
事
の
費
用

の
一
部
も
補
助
す
る
制
度
も
設

け
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
建
設
部
建
設
課
都

市
計
画
係
（
☎
52
・
２
０
０
０

内
線
２
１
５
）
ま
で
。

置
さ
れ
て
い
る
雨
量
計
で
観
測
し

た
デ
ー
タ
を
県
の
下
呂
土
木
事
務

所
に
あ
る
監
視
局
で
収
集
、蓄
積
、

解
析
し
て
、
情
報
を
広
く
市
民
の

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で

す
。

　

土
砂
災
害
は
、
雨
量
と
密
接
な

関
係
が
あ
り
、
大
雨
が
降
る
こ
と

に
よ
り
災
害
の
発
生
す
る
確
率
が

土
砂
災
害
情
報

土
砂
災
害
情
報

通
報
シ
ス
テ
ム

通
報
シ
ス
テ
ム

高
く
な
り
ま
す
。
山
崩
れ
な
ど
の

土
砂
災
害
が
発
生
す
る
危
険
な
状

態
と
な
っ
た
場
合
や
予
想
さ
れ
る

場
合
は
、「
こ
ち
ら
は
広
報
下
呂

で
す
。
雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の

で
、
が
け
崩
れ
な
ど
、
土
砂
災
害

の
発
生
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
繰

り
返
し
ま
す
｜
」
と
、
そ
の
地
区

の
皆
さ
ん
に
自
動
的
に
一
斉
放
送

を
流
し
ま
す
。

気
象
警
報
の
発
令
に
伴

う
無
線
放
送

耐
震
診
断
、
耐
震
補
強

工
事
費
用
を
補
助

土砂災害情報通信システムの概要土砂災害情報通信システムの概要

雨量計

下呂土木事務所
監視局（土砂災害情報処理装置）
・収集した雨量情報の蓄積
・降雨状況の把握
・雨量の解析
・警戒情報の発信

市役所

警戒情報
の通報

気象注意報･警報
の状況、降雨状況、
前兆現象等を総合
的に判断

市内の各世帯、事業所など

雨量観測局からＮＴＴ専用
回線などで土木事務所へ

通知・連絡
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外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

の
着
任
式
が
８
月
11
日
、
星
雲

会
館
で
開
か
れ
、
９
月
の
２
学

期
か
ら
教
壇
に
立
つ
４
人
の
新

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
う
ち
、
３
人
が
出
席

し
辞
令
交
付
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
日
辞
令
を
受
け
た
の
は
、

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ポ
ッ
タ
ー
さ
ん

（
米
国
）、
ガ
リ
ス
・
グ
リ
ー
ン

さ
ん
（
英
国
）、
ジ
ェ
フ
リ
ー
・

ス
ト
レ
イ
ン
さ
ん
（
カ
ナ
ダ
）

の
３
人
。
ポ
ッ
タ
ー
さ
ん
、
グ

リ
ー
ン
さ
ん
が
萩
原
地
域
に
、

ス
ト
レ
イ
ン
さ
ん
が
下
呂
地
域

に
配
属
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
ギ
ャ
ビ
ン
・
ピ

ア
シ
ー
さ
ん
（
米
国
）
も
、
新

た
に
金
山
地
域
に
赴
任
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
ク
ワ
ン
さ
ん
、

ギ
ボ
ニ
さ
ん
、
レ
ス
リ
ー
さ
ん
、

ア
レ
ン
さ
ん
の
４
名
の
Ａ
Ｌ
Ｔ

が
、
任
期
を
終
え
て
帰
国
し
て

い
ま
す
。

【
教
育
委
員
会
・
学
校
教
育
課
】

新
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
着
任

　

２
学
期
か
ら
４
人
が
教
壇
に

　

下
呂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ(

下
呂

市
結
婚
相
談
所)

主
催
に
よ
る

「
愛
の
料
理
対
決
」
と
題
し
た

出
会
い
イ
ベ
ン
ト
が
、
馬
瀬
西

村
の
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

水
辺
の
館
で
８
月
５
日
、
開
か

れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
は
市
内
を
中
心

に
20
〜
30
代
の
独
身
男
女
18
人

ず
つ
が
参
加
。
く
じ
引
き
で
４

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
男

女
一
緒
に
料
理
づ
く
り
に
挑
戦

す
る
「
料
理
対
決
」
や
、
ア
ユ

の
つ
か
み
取
り
競
争
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
や
宝
探
し
な
ど
を
行
い
、

イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
意
中
の

相
手
に
「
ア
タ
ッ
ク
カ
ー
ド
」

を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

催
し
は
、
男
女
の
出
会
い
の

場
を
つ
く
ろ
う
と
昨
年
12
月
に

続
く
２
回
目
の
開
催
。
下
呂
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、「
出
会
い

の
機
会
を
生
か
し
て
積
極
的
に

ア
タ
ッ
ク
し
て
い
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
　

【
健
康
福
祉
部
・
福
祉
課
】

下
呂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
イ
ベ
ン
ト

　

市
内
男
女
の
出
会
い
を
演
出

料理対決では審査員からの点数に参加者が一喜一憂新ＡＬＴのポッターさん、グリーンさん、ストレインさん ( 左から )

市の動きをひと目で

２００６市勢要覧を発行
　市では、まちの動きが人目
でわかる統計データなどを収
録した『2006 市勢要覧・資
料編』を発行しました。
　サイズはＡ４判、本文 13
ページで、発行は 1,000 部。
市の人口動態や産業経済、交
通通信などの統計データが掲
載されています。
　また主要なデータをポケットサイズ ( 縦 12.8
センチ／横 7.2 センチ ) に収めた「下呂市データ
( ポケット版 )」も合わせて 1,000 部発行しました。
　ご希望の方には、市役所および各振興事務所で
無料配布しています。【企画部・総合政策課】

植樹祭会場跡地を視察

宝達志水町議会が来市
　8月 18 日、19 日の両日、姉妹都市である石川
県の宝達志水町から、中野茂一町長と、松田眞計
議長ほか 14名の町議が下呂市を訪問。18日には
全国植樹祭の会場跡地である、萩原町四美の「皇
樹の杜（もり）」や周辺施設を、翌 19日には小坂
町落合の巌立峡などを視察しました。

「皇樹の杜」を視察する宝達志水町からの訪問団
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植
樹
祭
会
場
跡
地
で
「
ぎ
ふ
山
の
日
」
イ
ベ
ン
ト

　

未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に

　夏の行楽シーズンに伴い、山、川で救
助訓練が実施されました。
　7月 27 日は、　御嶽山山岳遭難防止対
策協議会（会長･山田市長）の山岳救助隊
員が、御嶽少年自然の家で、同施設職員
と県航空隊、下呂警察署山岳警備隊との
合同によるヘリ救助訓練を行いました。
救助隊員らは地上 25 メートルでホバリ
ングするヘリから、ワイヤを使って昇降
する訓練を行いました。
　8月 10 日には、小坂地域の東上田ダム
で、消防本部が県防災航空隊や下呂警察
署、中部電力㈱との協力の下、水難救助
訓練を実施。各機関との協力態勢を取り
ながら、相互の機材を使った初めての訓
練となりました。
　　　　【消防本部　／　総務部・総務課】

   山で、川で

　　救助訓練を実施

　

５
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た

「
第
57
回
全
国
植
樹
祭
」
を
契

機
に
、
県
で
は
今
年
か
ら
、
８

月
８
日
を
「
ぎ
ふ
山
の
日
」
と

し
て
制
定
し
ま
し
た
。
全
国
植

樹
祭
の
メ
イ
ン
会
場
と
な
っ
た

下
呂
市
で
も
、
こ
の
日
に
ち
な

ん
だ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
萩
原
町
四
美
の
、
植

樹
祭
式
典
会
場
跡
地
「
皇
樹
の

杜
」
で
、
市
主
催
に
よ
る
「
木

と
友
達
に
な
り
ま
し
ょ
う
！
」

と
題
し
た
ぎ
ふ
山
の
日
記
念
事

業
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
冒
頭
に
参

加
者
全
員
で
「
岐
阜
県
民
の
歌
」

を
合
唱
。
続
い
て
、
植
樹
祭
や

「
下
呂
市
み
ど
り
の
祭
り
」
の

参
加
者
ら
約
１
５
０
０
人
が
書

い
た
、
森
林
保
全
の
「
未
来
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が
封
入
さ
れ

た
２
個
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
、

お
野
立
所
の
そ
ば
に
埋
め
ま
し

た
。
こ
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
は
、

将
来
同
会
場
で
開
催
さ
れ
る
全

国
育
樹
祭
で
開
封
さ
れ
ま
す
。

　

参
加
し
た
58
組
１
５
３
人
の

市
内
の
小
学
生
と
保
護
者
ら
は
、

木
製
ベ
ン
チ
や
い
す
な
ど
を
作

る
木
工
教
室
と
、
森
林
散
策
や

間
伐
体
験
を
す
る
森
林
教
室
で
、

木
と
森
に
親
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
約
１
０
０
人

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
、

会
場
の
雑
草
な
ど
を
取
る
作
業

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
農
林
部
・
林
務
課
】

市長と子どもたちでタイムカプセルを埋設

炎天下「皇樹の杜」の雑草取り森林教室での間伐体験

親子で協力し合っての木工教室

7月 27 日の山岳救助訓練 8月 10 日の水難救助訓練
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第
28
回
東
海
中
学
校
総

合
体
育
大
会
（
８
月
７

日
〜
９
日
・
三
重
県
）

に
、
次
の
中
学
生
が
出

場
し
ま
し
た
。

（
丸
数
字
は
、
県
大
会
で
の
成
績
）

■
陸
上

男
子
８
０
０
ｍ
▽
中
島
亜
星

（
金
山
中
）
①

共
通
女
子
砲
丸
投
げ
▽
中
島

由
理
亜
（
小
坂
中
）
②

女
子
３
年
１
０
０
ｍ
▽
田
口

嵯
友
里
（
金
山
中
）
③

女
子
２
年
１
０
０
ｍ
▽
熊
崎

香
（
金
山
中
）
⑥

女
子
１
年
８
０
０
ｍ
▽
長
尾

麻
子
（
下
呂
中
）
④

女
子
１
年
１
０
０
ｍ
▽
中
川

貴
絵
（
小
坂
中
）
⑥

女
子
リ
レ
ー
▽
今
井
智
恵
、

加
藤
貴
子
、
熊
崎
香
、
田
口

嵯
友
里
、
阿
部
友
美
、
中
島

摩
耶
（
金
山
中
）
④

女
子
低
学
年
リ
レ
ー
▽
中
村

早
希
、
中
川
貴
絵
、
田
中
里

奈
、
鎌
倉
里
穂
、
荒
井
順
子
、

二
村
真
央
（
小
坂
中
）
③

■
水
泳

男
子
１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

▽
熊
崎
貴
伸
（
竹
原
中
）
③

■
集
合
場
所　

萩
原
町
山
之
口
地

内
、
中
霧
橋
左
岸
駐
車
場

■
集
合
時
刻　

午
前
８
時
（
出
発

８
時
30
分
）

■
持
ち
物　

昼
食
、
飲
み
物
、
履

き
な
れ
た
靴
、
雨
が
っ
ぱ

■
申
込
期
限　

９
月
28
日
（
先
着

１
０
０
名
で
締
め
切
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ま
た
、
当
日
申
込
は

で
き
ま
せ
ん
）

■
参
加
料　

３
０
０
円

■
所
要
時
間　

片
道
２
時
間
30
分

集
合
場
所
か
ら
は
車
で
登
山
口
ま

で
送
迎
し
ま
す

■
主
催　

市
教
育
委
員
会

■
主
管　

市
体
育
指
導
委
員
会

■
申
込
・
問
合
先　

教
育
委
員
会

ス
ポ
ー
ツ
課
☎
52
・
２
９
０
０

○
雨
天
等
で
中
止
の
場
合
午
前
６

時
30
分
ご
ろ
同
報
無
線
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

○
災
害
等
に
よ
り
、
林
道
の
通
行

が
で
き
な
い
場
合
は
、
登
山
先
を

変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
川
上
岳
（
か
お
れ
だ
け
）

　

標
高
１
６
２
５
メ
ー
ト
ル
。
下

呂
市
の
旧
萩
原
町
と
高
山
市
の
旧

宮
村
と
の
境
に
位
置
し
、
位
山
舟

山
県
立
自
然
公
園
に
も
属
し
て
い

ま
す
。山
頂
は
見
晴
ら
し
が
よ
く
、

御
嶽
や
北
ア
ル
プ
ス
、
白
山
を
見

渡
せ
る
大
パ
ノ
ラ
マ
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

川上岳を登り、紅葉で色付く南飛騨の
山並みの眺めを満喫しませんか。

全国植樹祭全国植樹祭
記念写真集を記念写真集を
10月に発刊10月に発刊
　今年 5月に開催された「第 57回全国
植樹祭」の記録などをまとめた感動の記
念写真集を発刊します。ご希望の方は、
下記の書店や新聞販売店でご予約・ご購
入ください。
【発行日】10 月 2日（予定）
【価格】1,000 円
【体裁】A4 判　72ページ　オールカラー
【主な内容】植樹祭式典、天皇皇后両陛
下の市内での足取り、児童・生徒・市民
の植樹祭までの歩み、下呂市みどりの祭
りなど
【発行部数】限定 2,000 冊
【取扱店】小坂／ツタヤ、小坂新聞販売
所　萩原／金森書店、なかの書店、マル
ヤ、むげん、川西新聞販売所、萩原新聞
販売所、読売新聞萩原専売所　下呂／喜
久屋書店、喜久屋ピア店、ゼロ下呂店、
下呂新聞販売所、竹原新聞販売所、焼石
新聞販売所、読売新聞下呂店　金山／佐
藤書店、金山新聞販売所、東村新聞販売
所、読売新聞金山専売所
※市役所では販売のみ行います。お問い
合わせは市役所企画部秘書広報課（☎
24-2222・内線 261）まで。

10 月 15日（日）開催10月 15日（日）開催
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下呂市ニュース

訃　

報

訃　

報

第
26
回
全
日
本
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
東
海

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
（
７
月
30

日
・
掛
川
市
）
出
場

■
女
子

下
呂
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
（
田
尻
下
育
波
、

米
田
勇
気
、
山
下
友
希
、
斉

藤
里
華
、
二
村
紫
都
花
、
熊

崎
有
娑
、
池
本
真
唯
、
曽
我

衣
里
加
、
奥
田
涼
香
、
中
川

愛
望
、
山
下
夏
希
）

■
今
井
基
彦
さ
ん
（
元
萩
原

町
長
・
市
自
治
功
労
者
）・

８
月
８
日
死
去
・
81
歳

昭
和
51
年
に

旧
萩
原
町
長

に
。
平
成
４

年
ま
で
４
期

16
年
間
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

在
任
中
は
、
各
学
校
施
設
の

充
実
や
、
あ
さ
ぎ
り
体
育
館

の
建
設
な
ど
、
教
育
施
設
の

整
備
に
尽
く
さ
れ
、
平
成
11

年
、
勲
五
等
双
光
旭
日
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。
ご
冥
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

開設する講座の一覧

飛騨御嶽高原高地トレーニングエリア構想

よくわかる総合計画

地上デジタル放送とインターネット環境の整備

待ったなし！行政改革　

これからの保育園　

美しい景観のまちづくり

下呂市の住宅施策　

市の財政状況

土地の境界わかっていますか？

進む少子化社会

安全でおいしい水の供給

快適な生活に下水道

報告！市民の健康実態　

よくわかる介護保険制度

人にやさしいまちづくり　

介護相談と介護予防

知っていますか議会の仕組み

たのしく学ぶ「選挙制度」　

旅したいまち「下呂市」

消費生活講座・あなたも狙われている悪徳商法

救命救急講座

普通救命講習会（３時間コース）　

防火講座

市民税について知ろう　

ごみの分別とリサイクル

クリーンセンター見学会

糖尿病ってなーに　

今日からはじめよう健康ダイエット

あなたは大丈夫？今話題のメタボリックシンドローム

子どもの病気Ｑ＆Ａ

指定管理者制度って何

南飛騨総合健康アリーナ（仮称）について

市
政
の
方
針

現
状
と
課
題

普
及
・
啓
発

親子で学ぼう、食育の楽しさ
健康家族と楽しい食事

提
供
す
る
出
前
講
座　

左
記
の
一

覧
表
の
中
か
ら
ご
希
望
の
テ
ー
マ

を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

対
象　

利
用
で
き
る
の
は
、
市
内

に
在
住
、
在
勤
、
在
学
す
る
、
参

加
者
が
お
お
む
ね
５
人
以
上
の
会

合
を
対
象
と
し
ま
す
。

会
場　

開
催
会
場
は
市
内
に
限
り

ま
す
。
会
場
の
確
保
や
準
備
は
、

申
込
者
で
お
願
い
し
ま
す
。

時
間　

開
催
時
間
は
、
午
前
10
時

〜
午
後
９
時
ま
で
の
間
で
、
２
時

間
以
内
と
し
ま
す
。

経
費　

出
前
講
座
は
無
料
で
す

が
、
資
料
や
材
料
代
等
が
発
生
す

る
講
座
の
場
合
、
そ
の
費
用
は
申

込
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他　

講
座
修
了
後
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
い
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

申
込　

ま
ず
は
、
企
画
部
秘
書
広

報
課
（
☎
24
・
２
２
２
２
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
開
催
希
望
日
の
２
週
間
程
度
前

ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
そ

の
後
、
日
時
や
内
容
な
ど
を
、
講

座
の
担
当
課
と
直
接
打
ち
合
わ
せ

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

開かれた市政と、市民との協働によるま
ちづくりを推進するため、７月から市職員
による「出前講座」を開設しています。
サークルで、自治会で、勉強会で。どう
ぞお気軽にお申し込みください。

ま
ち
の
こ
と
、
知
ろ
う
・
学
ぼ
う
・
考
え
よ
う

市職員による市職員による
出前講座を出前講座を
実施中実施中
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　８月１～３日に開かれた

「下呂温泉まつり」は、３日

間で約65,000人と過去最高

の人出でにぎわいました。

　市民や大勢の観光客の皆さ

んが、温泉街で繰り広げられ

る多彩なイベントを楽しみま

した。

華麗に舞った華麗に舞った芸芸
げいこげいこ
妓妓みこしみこし

過去最高約44,000人の観衆を魅了した
今年の花火ミュージカル夏公演今年の花火ミュージカル夏公演

　７月 29 日、馬瀬西村「水

辺の館」周辺の馬瀬川で「レ

ディースフィッシングスク

ール」が開かれ、県内外か

らの受講者がアユの友釣

りにチャレンジしました。

　受講者 10 人は、アユ

の生態を学び、実技講

習を受け、アユ釣りを

堪能しました。

厄年の男が担ぐ椀みこしの周りを、５頭の竜が勇壮に駆けぬける、「龍神火まつり」のフィナーレ

旅情をかき立てた、情緒あふれる旅情をかき立てた、情緒あふれる
民謡ながし民謡ながし

　昭和 61年７月、障がいのある人たちが、自立した生

活を送るための益田の拠点施設として、飛騨慈光会が萩

原町尾崎に「益田山ゆり園」を設置して、今年で 20年。

恒例の盆踊り大会が７月 29日、同園で開かれ、地域の

方々と利用者がふれあい、盆踊りを楽しみました。

山ゆり園の20周年祝う
アユ釣り最高！

花火ミュージカル夏公演、ふるさと萩原夏まつり、飛騨小坂力持ち小太郎火まつりは、岐阜県からの補
助金を受けています。ふるさと萩原夏まつりは、（財）たかしん地域振興協力基金の助成を受けています。
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　飛騨金山夏まつりが

８月13日、金山振興

事務所周辺で開かれま

した。来場者は2,000

発の打ち上げ花火や特

設ステージでの市民吹

奏楽団などの演奏、恒

例の盆踊りなどを楽し

みました。

　ふるさと萩原夏まつりが８月７、８日の両日、萩

原商店街で開かれました。７日は地域対抗綱引き合

戦、８日は若者が自分の干
え と

支の、みこしを担ぐ干支

みこしが行われ、大勢の市民が祭りを盛り上げました。

　15日には、山之口川で第18回山之口川清流大漁ま

つりが行われ、県内外から、約800人が訪れました。

　夏休みを利用し、給食メニュ

ーを親子で楽しく学んでもらお

うと７月 26 日、小川の下呂市

下呂学校給食センターで「親子

で楽しいクッキング」が行われ、

下呂、竹原、上原、中原小の児

童 17 人と保護者 12 人が参加。

栄養士や調理員から、楽しく調

理や食育を学びました。

親子で親子で
食育学ぶ食育学ぶ

メイドの衣装で、“もえ” ました。

安全な食で健やかに

　金山の菅田保育園幼児学級が７月28日、

菅田公民館で、女性グループ「農業を愛す

るおばちゃんと語らまい会」と「おにぎり

パーティ」を開きました。親子20組が参加

して、地元産の野菜や飛騨牛の食材を囲み、

安全な食への関心を高めました。

それぞれの干支の若者それぞれの干支の若者
が、商店街を威勢よくが、商店街を威勢よく
練り歩きました。練り歩きました。

大漁まつりで、大漁まつりで、
魚つかみに夢中魚つかみに夢中
の子どもたち。の子どもたち。
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◆存亡　　　　                  門田泰明

◆男の品格　　　    　 　　 川北義則

◆被爆のマリア　         田口ランディ

◆百万回の永訣　      　      柳原和子

◆さざなみ情話　    　　  乙川優三郎

◆滅びゆく国家  　               立花隆

◆祖国とは国語   　　　　　藤原正彦

◆不信のとき㊤㊦　         有吉佐和子

◆ほどけるとける           　大島真寿美

◆人生の旅をゆく        よしもとばなな

◆絵本屋の日曜日          　  落合恵子

◆ゴールデンタイム            山田宗樹

◆あした笑顔になあれ　  　　 水谷修

◆ひよこのひとりごと　      田辺聖子

◆灰色のピーターパン   　　石田衣良

◆男女 ( ｵｽﾒｽ ) の怪    養老孟司、阿川佐和子

◆途方に暮れて、人生論      保坂和志

◆典子 44 才いま伝えたい  白井のり子

◆シネマ・シネマ・シネマ      梁石日

◆戦争を知っていてよかった   曽野綾子

◆エンデュミオン・スプリング   Ｍ・スケルトン

◆作曲家・武満徹との日々を語る  武満浅香

◆抱きしめよう、わが子のぜんぶ  佐々木正美

◆昭和天皇ご自身による「天皇論」  半藤一利

◆世界を見る目が変わる5 0の事実　Ｊ・ウィリアムズ

◆なぜその子供は腕のない絵を描いたか  藤原智美

◆人類が知っていることすべての短い歴史 Ｂ・ブライソン

◆赤ちゃんとママが安眠できる魔法の育児書  Ｔ・ホッグ

◆バラと草花 ～ 12 ヶ月のガーデニング・バイブル ～

                                                      梶みゆき

◆おもしろく長生きするためのおばあちゃんのひとこと

                                                                            永山久夫

問い合わせ先 はぎわら図書館 ☎52-4800 小坂図書室 ☎62-3366  

　　　　　　　　下呂市図書室　 ☎25-2489　　金山図書室 ☎32-2449

 馬瀬図書室　　 ☎47-2111

９月の絵本の読み聞かせ

９月９日(土) 14：00 ～ (星雲会館３階ロビー )

９月23日(土) 10：00 ～ (小坂山村開発ｾﾝﾀｰ)

９月30日(土) 14：00 ～ (下呂中央児童館)

今月
の
一冊

『花鳥風月の里山　
   柳生博の庭園作法』
　　　　　　   柳生博、生和寛 著

   俳優柳生博が、里山をイメージし、

30年の歳月をかけて作り上げた庭園、

八ヶ岳倶楽部。訪れて期待を裏切ら

れたことのない、しみじみと美しい

日本最高の庭園である。見たことな

い、聞いたことない庭園術が満載の

一冊。

主な新着図書

他の新着図書は、各図書室の新着リスト
をご覧ください。

消火器等の不適切な点検に注意！

   

《
ト
ラ
ブ
ル
事
例
》

　

事
業
所
に｢

消
火
器
の
点
検
に
き
ま
し
た｣

と
告
げ
、

契
約
書
に
サ
イ
ン
を
求
め
、
従
来
か
ら
保
守
・
点
検
し
て

い
る
業
者
と
勘
違
い
し
て
、
そ
の
書
類
に
署
名
す
る
と
、

そ
の
後
、
高
額
な
料
金
を
請
求
す
る
と
い
う
手
口
で
す
。

　

６
月
に
下
呂
市
内
に
お
い
て
も
、
物
品
販
売
店
に
お
い

て
同
じ
手
口
で
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

  

《 

ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
ポ
イ
ン
ト 

》

【
一
】
点
検
を
承
諾
す
る
前
に
身
分
証
明
書
等
に
よ
り
契

        

約
業
者
で
あ
る
か
し
っ
か
り
確
認
す
る
こ
と
。

【
二
】
点
検
の
承
諾
を
あ
い
ま
い
に
せ
ず
、
は
っ
き
り
点

        

検
を
拒
否
す
る
こ
と
。

【
三
】
内
容
を
確
認
せ
ず
契
約
書
に
サ
イ
ン
や
押
印
を
し

　
　

  

な
い
こ
と
。

 

　

不
適
切
な
点
検
や
、
高
額
請

求
を
す
る
業
者
が
居
直
っ
た
り
、

脅
迫
的
な
言
動
に
で
た
り
し
た

と
き
は
、
近
く
の
警
察
署
、
消

防
本
部
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

  消火器の点検や住宅用火災警報器の設置義務化などに便乗し

た悪徳な訪問販売による被害が、市内でも発生しています。

　購入するときは、内容をよく確認しましょう。
　

事
業
所
・
店
舗
な
ど
一
定
の
面
積
を
持
つ
防
火
対
象

物
の
所
有
者
は
、
消
火
器
等
の
消
防
用
設
備
を
設
置
し
、

有
資
格
者
に
よ
る
点
検
を
６
カ
月
ご
と
に
受
け
る
よ
う
、

消
防
法
令
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
し
て
、
消
火
器
等
の
不
適
切
な
点

検
を
行
う
事
例
が
最
近
、
目
立
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。



13

御
嶽
の
夏

　

梅
雨
が
な
か
な
か
明
け
ず
、

と
て
も
歯
が
ゆ
か
っ
た
今
年

の
夏
。
目
の
前
に
広
が
る
赤
、

白
、
黄
色
と
色
と
り
ど
り
に

美
し
く
咲
く
高
山
植
物
の
お

花
畑
を
眺
め
て
い
る
と
、
夏

の
到
来
が
一
段
と
う
れ
し
い
。

今
日
は
五
の
池
小
屋
近
く
に

広
が
る
お
花
畑
に
、
カ
メ
ラ

片
手
に
や
っ
て
き
た
。

　

夢
中
に
な
っ
て
写
真
を

撮
っ
て
い
る
と
、「
ク
ク
ク

ク
ー
」
と
何
か
動
物
の
鳴
く

よ
う
な
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

ラ
イ
チ
ョ
ウ
だ
！

　

毎
年
７
月
に
な
る
と
聞
こ

え
て
く
る
こ
の
声
を
僕
は
忘

れ
て
は
い
な
い
。４
、５
メ
ー

ト
ル
先
の
岩
の
下
で
、
若
い

雌
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
が
ミ
ヤ

マ
キ
ン
バ
イ
の

花
弁
を
つ
い
ば

ん
で
い
た
。
僕

も
彼
女
も
最
初

は
お
互
い
は
っ

と
し
た
が
、
ど

ち
ら
も
言
わ
ば

御
嶽
山
の
住
人
。

隣
近
所
の
お
知

り
合
い
と
い
っ

た
と
こ
ろ
か
な
。

　

彼
女
は
そ
の
場
を
離
れ
る

こ
と
も
な
く
じ
っ
と
し
て
お

り
、
僕
は
１
メ
ー
ト
ル
く
ら

い
ま
で
近
づ
い
て
、
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
る
こ
と
が
出
来
た
。

な
か
な
か
の
美
人
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
彼
女
も
ま
た
、
山

の
短
い
夏
を
感
じ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
…
。

　

真
っ
青
な
空
に
抜
け
る
よ

う
に
稜
線
（
り
ょ
う
せ
ん
）

が
延
び
て
、
濁
河
温
泉
か
ら

は
夏
を
待
ち
わ
び
た
登
山
者

が
額
に
汗
を
流
し
な
が
ら
、

登
っ
て
く
る
。
飛
騨
頂
上
も

こ
の
時
ば
か
り
は
沢
山
の
人

達
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。
今

日
は
五
の
池
小
屋
に
泊
ま
る

お
客
さ
ん
も
多
い
。
夕
飯
の

支
度
は
大
忙
し
で
あ
る
。

　
　

 （
写
真
・
文 

市
川
典
司
）

御嶽五の池小屋：℡ 090-3581-4985　http://www.gonoike.com

　

夏
焼
地
区
の
松
嶋
つ
や
さ
ん
が

７
月
27
日
、
元
気
に
満
百
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　

松
嶋
さ
ん
は
、
明
治
39
年
７
月

27
日
生
ま
れ
で
、
長
男
の
久
雄

さ
ん
、
美
恵
子
さ
ん
夫
婦
と
３
人

暮
ら
し
。
身
の
回
り
の
こ
と
は
自

分
で
こ
な
し
、
手
押
し
車
を
押
し

て
、
家
の
近
く
１
キ
ロ
弱
を
散
歩

す
る
の
が
日
課
と
い
う
達
者
ぶ
り
。

近
所
に
住
む
妹
の
田
口
ふ
く
さ
ん

(

91
）
と
の
お
し
ゃ
べ
り
が
好
き

で
、
上
原
地
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
運
営
す
る
「
友
遊
ひ
ろ
ば
」
も

楽
し
み
の
ひ
と
つ
。
月
に
２
度
お

年
寄
り
が
集
い
、
ゲ
ー
ム
や
お

し
ゃ
べ
り
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。

　

松
嶋
さ
ん
の
百
歳
を
祝
い
、
友

遊
ひ
ろ
ば
の
皆
さ
ん
が
芝
居
小
屋

「
白
雲
座
」
で
、お
祝
い
会
を
開
催
。

誕
生
日
に
は
、
岡
崎
助
役
ら
市
職

員
が
松
嶋
さ
ん
宅
を
訪
ね
、
長
寿

を
祝
い
ま
し
た
。　
　
　

　

今
で
も
つ
や
さ
ん
は
、
自
分
で

家
の
周
り
の
草
取
り
を
す
る
そ
う

で
す
。「
体
が
言
う
こ
と
を
効
か

ん
よ
う
に
な
っ
て
悔
し
い
け
れ
ど
、

皆
に
祝
っ
て
も
ら
っ
て
、
私
ほ
ど

幸
せ
な
者
は
お
り
ま
せ
ん
」
と
感

謝
の
言
葉
を
話
し
ま
し
た
。

　

美
恵
子
さ
ん
は
、「
い
つ
も
朗

ら
か
で
、
く
よ
く
よ
し
な
い
。
最

近
で
は
、
自
分
よ
り
子
の
老
い

る
の
を
心
配
し
て
い
る
く
ら
い
で

す
」
と
つ
や
さ
ん
の
長
寿
を
喜
び

ま
す
。

　

ふ
く
さ
ん
も
、
元
気
そ
の
も
の

で
、
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
こ
な

し
、
午
前
中
は
畑
の
草
取
り
な
ど

を
し
ま
す
。
お
二
人
は
、「
で
き

る
こ
と
は
さ
せ
て
も
ら
い
感
謝
し

て
ま
す
。
や
る
こ
と
が
な
い
こ
と

ほ
ど
ツ
ラ
イ
こ
と
は
な
い
」
と
家

族
の
心
遣
い
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。 この日は姉妹で日課の散歩

松嶋 つやさん（100歳・夏焼）写真右

田口 ふくさん（９１歳・夏焼）写真左
　「上原のきんさん、ぎんさん」と呼ぶに
　ふさわしいお達者なお二人を紹介します。

９
月
18
日
は
敬
老
の
日
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暮らしの情報あれこれ

申
込
方
法　

教
育
委
員
会
ま
た
は

各
教
育
室
に
備
え
付
け
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
履
歴

書
と
住
民
票
を
添
え
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先　

金
山
教
育
室　

☎
32
・
３
８
９
３

手
話
奉
仕
員

養
成
講
座
を
開
催

「
手
話
な
ん
て
ま
っ
た
く
知
ら
な

い
！
」
そ
ん
な
方
た
ち
の
た
め
の

入
門
コ
ー
ス
で
す
。

対
象
者　

手
話
初
心
者
の
方

募
集
定
員　

40
名

受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ

ス
ト
代
金
２
千
円
必
要
）

日
程　

10
月
４
日
か
ら
、
原
則
毎

週
水
曜
日
の
19
時
30
分
〜
21
時 

。

入
門
コ
ー
ス
と
、
基
礎
コ
ー
ス
の

計
52
回
、
80
時
間
。

場
所　

星
雲
会
館

申
込
期
限　

９
月
25
日

申
込
・
問
合
先　

市
社
会
福
祉
協

ケ
チ
カ
ン
市
派
遣
事
業

短
期
留
学
生
の
引
率
者

米
国
ア
ラ
ス
カ
州
ケ
チ
カ
ン
市

へ
の
、
今
年
度
短
期
留
学
生
の
引

率
者
を
募
集
し
ま
す
。

派
遣
期
間　

平
成
19
年
３
月
15
日

〜
29
日
（
15
日
間
）
の
予
定

募
集
人
員　

１
名

内
容　

生
徒
の
引
率
及
び
訪
問
先

の
人
々
と
の
交
流

経
費
等　

交
通
費
や
宿
泊
費
な
ど

を
支
給

応
募
資
格　

市
内
に
在
住
す
る
心

身
と
も
に
健
康
な
18
歳
以
上
50
歳

未
満
の
方
（
平
成
19
年
３
月
１
日

現
在
）
で
、
生
徒
を
引
率
で
き
る

能
力
が
あ
り
、
金
山
振
興
事
務
所

で
の
事
前
研
修
（
10
回
程
度
）
に

参
加
で
き
る
方

申
込
期
限　

９
月
29
日
必
着

議
会
☎
52
・
４
８
８
４

※
社
協
各
支
部
、
市
役
所
福
祉
課

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

市
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集

○
公
営
住
宅
殿
町
住
宅
４
０
２
号

森
１
６
９
３
番
地
１

中
層
耐
火
４
階
建
（
昭
和
50
年
度

建
設
）、
３
Ｋ
、
住
宅
使
用
料
・

１
２
８
０
０
円
〜
２
１
２
０
０
円

入
居
資
格　

税
金
の
滞
納
が
な
い

こ
と
。住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
。

月
額
の
所
得
に
つ
い
て
の
資
格
も

あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
込
期
限　

９
月
22
日

申
込
・
問
合
先　

建
設
部
建
設
課

☎
52
・
２
０
０
０
（
内
線
２
１
５
）

下
呂
温
泉
病
院
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

下
呂
温
泉
病
院
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

実
施
日
時　

平
日
９
時
〜
12
時

人
数　

２
〜
３
人

内
容　

正
面
玄
関
付
近
で
の
入
院

･

外
来
患
者
の
乗
用
車
、
車
い
す

へ
の
乗
降
介
助
ま
た
は
、
外
来
診

療
科
及
び
入
院
病
棟
へ
の
誘
導

申
込
・
問
合
先　

下
呂
温
泉
病
院

総
務
課　

☎
25
・
２
８
２
０

　　開催日時・場所　　　　※健康だよりの日程は変更になりました。
　○　１０月　４　日（水）　１９：３０～２１：３０　下呂市民会館
　○　１０月１８日（水）　１９：３０～２１：３０　星雲会館
　○　１０月２６日（木）　１９：００～２１：００　小坂健康ふれあいセンター　
　○　１１月　９　日（木）　１９：００～２１：００　下原公民館

　　　内　　　容
　●　講演「地方が直面している医療問題」　
　　　（講師：市立金山病院　古田院長）
　●　パネルディスカッション「医療機関の現状を認識しよう」　
　　　（パネリスト：市長、市医師会員、住民代表、県立下呂温泉病院長、市立金山病院長）

主催：下呂市・下呂市医師会　　　問合先：健康福祉部健康課☎ 52-3936

現在、公立病院が
抱える問題について
みんなで考えましょう。

地域の医療を考える市民フォーラム地域の医療を考える市民フォーラム
医療機関の現状を認識しよう



９月１日（金）
下呂温泉合掌村９月公
演「劇団菊太郎一座」
29 日まで。10 時～ ､14
時～の 2 回公演。　☎
25-2239

９月１３日（水）
下呂看護専門学校「白
翼祭」10 時～、同校で。
介助犬アトムと暮らす館
林千賀子さんの講演な
ど。　同校☎ 25-5774

９月１３日（水）
「第６回まちかどコン
サート」20 時～、市役
所下呂庁舎前で。　下呂
教育室☎ 25-2252

９月２４日（日）
「ジュニアリーダーとあ
そばまい会」10 時～、
尾崎小。市内小学生対象。
　教育委員会社会教育課

９月３０日（土）
鑑賞会「KOYO マイム
ライブ」19 時～、下呂
市民会館で。会員対象
ですが当日入会可（年少
児以上１人１月 800 円）。
　益田子ども劇場☎
090-3580-2287（中島）

１０月１日（日）
「いきいきミュージック
ジャンボリー 2006」12
時～、リバーサイドス
ポーツセンター体育館
で。金山中ブラスバンド
等の演奏発表会。入場無
料。　金山教育室

１０月６日（金）
「市英語スピーチコンテ
スト」19 時～、星雲会
館で。市内中学校より選
抜された 10 名が出場。
　教育委員会社会教育課

１０月９日（月）
「映画上映会＆監督ミニ
トークライブ」13 時～、
星雲会館で。映画「１０７
+１～天国はつくるもの
～」上映ほか。下呂市不
登校親の会主催。　☎
090-5608-2533（熊沢）
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問

問

問

問

問

問

　　御嶽少年自然の家イベント案内
　小学生以上の子とその家族、または一般の２人以上の
グループで。イベント名、郵便番号・住所・氏名・年令・
電話番号を明記の上、はがき、FAX、またはＥメールでお
申し込みください。

■マス釣りとくん製作り
　日　時：10 月 8日（日）、9日（月）
　申込期間：9月 4日～ 22 日
　参加費：2,500 円（１泊３食・材料代別）
　　大自然に囲まれ
　　てのアウトドア
　　クッキングは格
　　別。御嶽山ろく
　　の紅葉も楽しめ
　　ます。

〒 509-3111　小坂町落合 ｢御嶽少年自然の家 ｣
☎ 62-3655　FAX 62-3659　　　c27216@pref.gifu.lg.jp
ホームページ　http://www.pref.gifu.lg.jp/pref/s27216/
　　　　　index.htm　

収
入
金
額
の
分
か
る
書
類
と
、
必

要
経
費
の
分
か
る
書
類
を
保
存

し
、記
帳
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ご
不
明
な
点
は
、
左
記
ま
で
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
高
山
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部

門
・
指
導
担
当　

☎
０
５
７
７
・
32
・
８
１
２
６

○
市
民
部
税
務
課
市
民
税
係　

☎
24
・
２
２
２
２
（
内
線
１
３
９
）

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が

移
転
し
ま
し
た

７
月
か
ら
、
県
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
は
「
県
民
生
活
相
談
セ
ン

タ
ー
」
と
な
り
、
電
話
番
号
も
次

の
よ
う
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
・
交
通
事
故
相
談
電
話
番
号

☎
０
５
８
・
２
７
７
・
１
０
０
１

消
費
生
活
相
談
電
話
番
号

☎
０
５
８
・
２
７
７
・
１
０
０
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
８
・
２
７
７
・
１
０
０
５

相
談
時
間　

平
日
の
８
時
30
分
〜

17
時
15
分

来
年
の
申
告
に
向
け
て
収
支
計
算

の
準
備
は
進
ん
で
い
ま
す
か
？

農
業
所
得
の
申
告
に
用
い
ら
れ

て
き
た
農
業
所
得
標
準
の
廃
止
に

伴
い
、
こ
れ
ま
で
農
業
所
得
標
準

に
よ
り
確
定
申
告
ま
た
は
住
民
税

申
告
を
さ
れ
て
き
た
方
は
、
今
年

分
の
申
告
か
ら
、
収
入
金
額
か
ら

必
要
経
費
を
差
し
引
く
「
収
支
計

算
」
で
農
業
所
得
を
計
算
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

口
座
の
通
帳
や
出
荷
伝
票
な
ど

馬
籠
宿
・
日
本
大
正
村

ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

昨
年
長
野
県
か
ら
越
県
合
併
し

た
「
馬
籠
宿
」
と
、「
日
本
大
正
村
」

を
巡
る
ツ
ア
ー
で
す
。

日
時　

10
月
20
日　

７
時
30
分
〜

19
時
30
分

集
合
場
所　

萩
原
町
羽
根　

下
呂

総
合
庁
舎

定
員　

80
名
（
抽
選
に
よ
る
）

参
加
費　

無
料
（
昼
食
代･

入
館

料
等
は
各
自
負
担
）

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
申
込

者
全
員
（
２
名
ま
で
）
の
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
と
集
合

場
所
（
下
呂
総
合
庁
舎
）
を
明
記

し
左
記
へ

申
込
締
切　

９
月
28
日

申
込
・
問
合
先　

飛
騨
振
興
局
産

業
労
働
課

〒
５
０
６
・
８
６
８
８　

高
山
市

上
岡
本
町
７
ー
４
６
８

☎
０
５
７
７
・
33
・
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　

（
内
線
２
３
２
）

市
立
小
坂
診
療
所
の

臨
時
看
護
師

募
集
人
数　

若
干
名

申
込
締
切　

９
月
19
日

申
込
・
問
合
先　

小
坂
診
療
所

☎
62
・
２
２
１
２

小中学校運動会の日程

9/10　萩原南中
9/16　馬瀬中
9/17　萩原北中、小坂中、
　　　下呂中、竹原中、
　　　金山中
9/23　萩原小、宮田小、
　　　尾崎小、下呂小、
　　　上原小、金山小、
　　　下原小、菅田小、
　　　東第一小
9/24　小坂小、湯屋小、
　　　竹原小、総島小、
　　　中切小
9/30　中原小

　湯之島「ワイワイ広場」青空市　９月からは毎週水曜開催（10～ 12時）

問

問
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全
国
一
斉
司
法
書
士

法
律
相
談
会

県
司
法
書
士
会
が
、
無
料
で
市

民
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

日
時　

10
月
１
日
・
10
時
〜
16
時

会
場　

下
呂
市
民
会
館

相
談
内
容　

登
記
・
相
続
、
成
年

後
見
、
会
社
設
立
・
変
更
、
小
額

訴
訟
、
そ
の
他
法
律
相
談

問
合
先　

☎
25
・
３
１
８
８（
桂
川
）

多
重
債
務
１
１
０
番
を

開
設
し
ま
す

県
弁
護
士
会
、
県
司
法
書
士
会

の
協
力
を
得
て
設
け
る
、
多
重
債

務
者
を
支
援
す
る
た
め
の
相
談
窓

口
で
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

☎
０
５
８
・
２
７
７
・
１
０
０
３

相
談
日　

９
月
23
日
10
時
〜
16
時

相
談
対
応　

弁
護
士
、司
法
書
士
、

■今月の市税■
☆固定資産税　………第３期分

☆国民健康保険税　……９月分
●納期限は10月 2日です。

下呂市と岐阜県は、県税･市税の徴収強化
策として、共同徴収を連携して実施して
いきます。

消
費
生
活
相
談
員

注
意
事
項　

①
相
談
受
付
の
電
話

番
号
は
、
県
民
生
活
相
談
セ
ン

タ
ー
と
同
じ
で
す
が
、
当
日
は
多

重
債
務
以
外
の
相
談
の
受
付
は
行

い
ま
せ
ん
。
②
電
話
相
談
が
基
本

で
す
が
、
来
所
で
の
ご
相
談
も
承

り
ま
す
の
で
電
話
に
て
ご
予
約
く

だ
さ
い
。

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
者
の

社
会
復
帰
を
援
助
し
ま
す

依
存
症
者
や
そ
の
家
族
を
援
助

す
る
「
酒
害
相
談
日
」
で
す
。

日
時　

９
月
10
日
、
10
月
22
日
、

11
月
12
日
、
12
月
17
日
の
、
そ
れ

ぞ
れ
13
時
〜
15
時

場
所　

高
山
市
昭
和
町　

総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー

問
合
先　

高
山
断
酒
会

☎
０
５
７
７
・
72
・
４
６
３
０
（
小
倉
）

不
妊
相
談
セ
ン
タ
ー

出
張
相
談
会

専
門
相
談
員
に
よ
る
、
県
の
出

張
相
談
会
で
す
。
特
定
不
妊
治
療

費
助
成
事
業
に
関
す
る
相
談
や
申

請
も
受
け
付
け
ま
す
。

日
時　

10
月
12
日
・
10
時
〜
16
時

場
所　

高
山
市
昭
和
町　

総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー

申
込
締
切　

10
月
10
日

申
込
・
問
合
先

４日　益田清風高萩原校舎　10:30 ～ 12:00
　　　　　　〃　　　　　13:00 ～ 17:00
５日　市役所下呂庁舎　 9:00 ～ 14:00
　　　益田信用組合本店　15:00 ～ 17:00
６日　ドライブイン飛山　 9:00 ～ 12:00

　　　金山カヤバ製作所　13:30 ～ 16:00

ご協力をお願いします。

９月の献血スケジュール

金
山
町
子
育
て
支
援
拠
点
施
設

「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

※
通
常
開
館
日　

月
〜
金

　

10
時
〜
12
時　

祝
日
は
休
み

■
敬
老
の
日
の
絵
手
紙

９
月
１
日
〜
８
日　

10
時
30
分
〜

簡
単
に
で
き
る
絵
手
紙
で
す
。

■
秋
の
日
の
遠
足

９
月
26
日　

10
時
30
分
〜

《
悟
り
の
道
》
を
歩
い
て
み
ま
し
ょ

う
。
お
茶
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

金
山
町
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
「
ほ

ほ
え
み
家
族
」　

☎
０
９
０
・
２
６
８
１
・
８
２
９
０（
亀
山
）

※
講
演
会
の
お
知
ら
せ

９
月
22
日
・
13
時
（
金
山
市
民
会
館
）

「
子
育
て
と
子
育
て
後
の
人
生
」（
女

性
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
研
究
所
・
津
村

薫
氏
）

入
場
無
料
。
託
児
は
９
月
15
日
ま
で

に
左
記
ま
で
連
絡
を
。

☎
０
９
０
・
２
３
４
６
・
２
４
２
２（
細
江
）

お
ひ
さ
ま
は
う
す　

９
月
開
館
日

　

開
館
時
間
10
時
〜
11
時
30
分

日にち 会　　　場
4日（月）健康館
8日（金）東公民館
13日（水）いきいきセンター
27日（水）いきいきセンター
29日（金）東公民館

※４日は「親子で遊ぼう」。
金山音楽振興会による「親子
で楽しむコンサート」を予定。
子育て支援課 ☎ 52 ･ 2900

れ
ま
す
。

カ
ー
ド
を
使
う
と
、
事
業
に
参

加
す
る
企
業
・
店
舗
等
で
い
ろ
ん

な
子
育
て
支
援
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

交
付
場
所　

市
民
課
、
各
振
興
事

務
所
の
市
民
生
活
課
（
申
請
書
も

置
い
て
あ
り
ま
す
）

必
要
書
類　

申
請
書
お
よ
び
申
請

者
本
人
と
18
歳
未
満
の
子
ど
も
が

い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の

（
保
険
証
等
）

問
合
先　

企
画
部
総
合
政
策
課

☎
24
・
２
２
２
２（
内
線
２
５
４
）

県
不
妊
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
８
・
３
８
９
・
８
２
５
８

（
平
日
10
時
〜
16
時
）

　

c11223a@
govt.pref.gifu.jp

ぎ
ふ
っ
こ
カ
ー
ド

交
付
申
請
受
付
開
始

「
ぎ
ふ
っ
こ
カ
ー
ド
」
は
、
県
内

に
在
住
す
る
18
歳
未
満
の
子
ど
も

が
い
る
世
帯
に
交
付
さ
れ
る
カ
ー

ド
で
す
（
１
世
帯
に
つ
き
１
枚
）。

９
月
21
日
〜
30
日
は

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

日
が
短
く
な
り
、
夕
暮
れ
時
の

交
通
事
故
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
見
え
な
い
歩

行
者
は
大
変
危
険
。
外
出
す
る
と

き
は
明
る
い
色
の
服
や
反
射
材
を

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
無
灯
火
の

自
転
車
は
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
は
見

え
ま
せ
ん
。
ラ
イ
ト
を
つ
け
て
自

分
の
存
在
を
し
っ
か
り
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
ょ
う
。

子
育
て
家
庭

を
社
会
全
体

で
応
援
し
て

い
こ
う
と
、

県
の
《
子
育

て
家
庭
応
援

キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
事
業
》
に

よ
り
交
付
さ



９月の
市民サロン
　(市長に会える日)
９月は定例議会開催の
ため、お休みします。
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暮らしの情報あれこれ

下呂市役所
　下呂庁舎　☎24-2222
　萩原庁舎　☎52-2000
　小坂振興事務所　☎ 62-3111
　金山振興事務所　☎ 32-2201
　馬瀬振興事務所　☎ 47-2111

下呂市教育委員会
　（星雲会館内）　☎52-2900

下呂市消防本部　☎25-5119

クリーンセンター　☎ 26-3397

◇ 8月 5 日、下呂市では
最高気温 38.6℃を記録。
同気温となったお隣の郡
上市とともに、全国最高
の気温となりました。こ
の日以外にも 8 月はう
だるような暑さの日が続
き、子どもたちがプール
ではしゃぐ声がうらやま
しく聞こました。◇今年
は冬に大雪が降ったうえ
寒い日が続いて春の到来
が遅く、梅雨には大雨が
降ったり、7 月末までぐ
ずついた天候が続いたり
しました。「異常気象」と
いう言葉が使われて久し
い昨今ですが、今年の場
合は冬に寒く夏に暑いの
ですから、「異常」とは
言えないのかもしれませ
ん。◇ようやく涼しくな
る（はずの）9 月。運動
会や収穫の時季ですが、
台風シーズンでもありま
す。ご家庭での備えをど
うぞお忘れなく。（ト）

甲
種
防
火
管
理

新
規
講
習
を
開
催

開
催
日　

10
月
４
日
、
５
日
の
２

日
間

場
所　

下
呂
市
消
防
本
部
（
森
）

定
員　

50
名

受
講
料　

３
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
場
所　

市
内
各
消
防
署
・
分

署
に
申
込
用
紙
が
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間　

９
月
15
日
ま
で
（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

問
合
先　

消
防
本
部
予
防
課

☎
25
・
５
１
１
９

来
年
度
の
商
工
業
活
性
化
事
業

補
助
金
を
要
望
さ
れ
る
団
体
へ

市
で
は
、
市
内
の
商
工
業
の
活

性
化
を
図
る
た
め
に
活
動
す
る
団

体
が
実
施
す
る
事
業
に
対
し
て
、

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

補
助
対
象
事
業　

①
申
請
団
体
が

新
た
に
実
施
す
る
事
業
で
、
商
店

街
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
効
果
が
あ

る
と
認
め
る
事
業　

②
商
店
街
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
な
る
事
業

補
助
率　

補
助
対
象
事
業
費
の
２

分
の
１
以
内
で
、
申
請
者
１
団
体

に
つ
き
50
万
円
以
内
（
年
間
）

要
望
書
提
出
期
限　

平
成
19
年
度

の
商
工
業
活
性
化
事
業
補
助
金
の

要
望
申
請
は
、
11
月
末
日
ま
で
に

商
工
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

事
業
の
内
容
や
市
の
予

算
の
都
合
等
に
よ
り
、
要
望
ど
お

り
の
補
助
額
が
交
付
さ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
補
助

対
象
者
に
つ
い
て
も
運
営
規
約
等

が
あ
る
こ
と
な
ど
の
規
定
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

観
光
商
工
部
商
工
課

☎
24
・
２
２
２
２
（
内
線
１
５
２
）

は
か
り
の
定
期
検
査
を

行
い
ま
す

取
引
・
証
明
に
使
用
す
る
「
は

か
り
」
は
、
計
量
法
の
規
定
に
よ

り
定
期
的
に
検
査
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
右
表
の
と
お
り
検

査
を
行
い
ま
す
の
で
、
対
象
と
な

る
「
は
か
り
」
を
お
持
ち
の
個
人
・

団
体
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
）・
事
業
所
は
、

当
日
は
か
り
（
付
属
品
も
含
む
）

と
、
検
査
手
数
料
（
県
収
入
証
紙

に
て
納
入
）
を
お
持
ち
の
上
必
ず

受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

観
光
商
工
部
商
工
課

☎
24
・
２
２
２
２
（
内
線
１
５
２
）

児
童
手
当
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か

　

支
給
対
象
が
小
学
６
年
生
ま
で

拡
大
さ
れ
、
所
得
制
限
も
緩
和
さ

れ
ま
し
た
。
市
民
課
か
ら
申
請
用

紙
が
届
い
て
い
な
い
方
、
未
手
続

の
方
、
18
年
４
月
か
ら
受
給
す
る

た
め
に
は
、
９
月
30
日
ま
で
に
市

役
所
市
民
課
、
ま
た
は
各
市
民
生

活
課
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

市
民
部
市
民
課

☎
24
・
２
２
２
２
（
内
線
１
１
４
）

老
人
保
健
負
担
割
合
が

変
更
さ
れ
ま
す

10
月
よ
り
、
現
役
並
み
所
得
者

の
自
己
負
担
割
合
が
２
割
か
ら
３

割
に
変
更
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に

伴
い
、
老
人
保
健
受
給
者
証
の
切

り
替
え
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
対
象
の
方
は
変
更
手
続
き
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
先　

市
民
部
市
民
課

☎
24
・
２
２
２
２
（
内
線
１
１
７
）

平成 18年度計量検査日程

９月定例議会の予定
9 月 12 日～ 9月 29 日

一般質問
　9月 13 日～ 15 日

★詳しくは新聞折込で

日にち 時　間 場　所 対象地域

10 月 3日（火）13 ～ 15 時 小坂振興事務所 小坂地域

4日（水）
　9～ 11 時 ＪＡひだ馬瀬支店 馬瀬地域

13 ～ 15 時
市役所萩原庁舎 萩原地域

5日（木）　9～ 15 時

6日（金）　9～ 15 時 下原公民館 金山地域

10 日（火）13 ～ 15 時
市役所下呂庁舎 下呂地域

11 日（水）　9～ 15 時

下
呂
市
人
事

○
退
職
（
７
月
31
日
付
）

丸
毛
か
な
子
（
金
山
病
院
放
射
線

技
師
）

○
異
動
（
８
月
１
日
付
）

企
画
部
総
合
政
策
課
▽
林
宏
一
郎

（
岐
阜
県
派
遣
）

市
民
部
市
民
課
▽
河
合
有
香
（
下

呂
管
理
課
）

同
税
務
課
▽
横
田
正
一
（
岐
阜
県

派
遣
）

水
道
環
境
部
水
道
料
金
課
▽
中
原

則
之
（
農
林
部
林
務
課
全
国
植
樹

祭
推
進
室
）

建
設
部
建
設
課
ま
ち
づ
く
り
推
進

室
▽
諏
訪
亨
（
岐
阜
県
派
遣
）

農
林
部
林
務
課
▽
田
口
守
彦
（
農

林
部
林
務
課
全
国
植
樹
祭
推
進
室

長
）、熊
崎
嘉
文
（
岐
阜
県
派
遣
）、

中
島
敏
博
（
小
坂
振
興
課
）

同
農
務
課
畜
産
振
興
室
▽
森
田
幸

夫
（
農
林
部
農
務
課
）

健
康
福
祉
部
福
祉
課
▽
池
戸
盛
雄

（
農
林
部
林
務
課
）

下
呂
管
理
課
▽
小
池
徳
一
（
農
林

部
林
務
課
全
国
植
樹
祭
推
進
室
）
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８
月
17
日
、「
東
京
益
田
会
と
ふ

る
里
と
の
交
流
会
」
が
、
下
呂
市
内

で
行
わ
れ
ま
し
た
。「
東
京
益
田
会
」

と
は
、
旧
益
田
郡
出
身
者
で
東
京
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
方
た
ち
の
任
意
で

構
成
さ
れ
る
親
睦
（
し
ん
ぼ
く
）
団

体
で
す
。
交
流
会
の
意
見
交
換
会
で

は
、
出
席
者
22
名
の
会
員
の
方
た
ち

か
ら
、
ふ
る
里
下
呂
市
に
対
す
る
活

発
な
意
見
・
提
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
に
い
て
は
わ
か
ら
な
い
外
か
ら

の
視
点
で
の
指
摘
は
、
今
後
の
下
呂

市
に
と
っ
て
大
変
有
意
義
な
も
の
で

し
た
。
出
さ
れ
る
意
見
は
そ
れ
ぞ
れ

違
っ
て
い
て
も
、
根
底
に
流
れ
る
思

い
は
皆
同
じ
で
、
そ
れ
は
〝
ふ
る
里

を
愛
す
る
気
持
ち
〞
で
し
た
。
ふ
る

里
の
た
め
に
何
と
か
力
に
な
り
た
い

と
い
う
会
員
の
方
た
ち
の
思
い
が
ひ

し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
大
変
意
義

深
い
意
見
交
換
会
で
し
た
。

　

田
舎
を
離
れ
、
都
会
で
暮
ら
す
者

に
と
っ
て
一
日
た
り
と
も
忘
れ
る
こ

と
が
な
い
の
が
ふ
る
里
で
す
。
壁
に

あ
た
っ
た
時
、
苦
難
に
直
面
し
た
時
、

心
に
思
い
浮
か
べ
る
の
は
い
つ
も
ふ

る
里
の
風
景
、
家
族
、
友
人
の
顔
で

す
。
ま
た
明
日
へ
の
活
力
、
勇
気
を

呼
び
起
こ
し
て
く
れ
る
の
も
ふ
る
里

の
力
で
す
。
ま
さ
に
、
ふ
る
里
と
い

う
の
は
誰
に
と
っ
て
も
心
の
支
え
で

あ
り
、
宝
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
市
内
各
地
で
夏
祭
り
・
盆

踊
り
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
伝
統
が
あ
り
、
特
徴
が
あ

り
、
ふ
る
里
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で

し
た
が
、
そ
う
い
う
場
所
で
必
ず
出

会
う
の
が
懐
か
し
い
顔
で
す
。「
や

っ
と
か
め
や
な
」「
元
気
け
？
」「
い

つ
ま
で
お
る
よ
？
」
こ
ん
な
会
話
が

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
飛
び
交
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
年
に
一
度
、
お
盆
の
時

期
に
同
級
生
同
士
が
集
ま
っ
て
飲
む

同
窓
会
ほ
ど
楽
し
い
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
。
誰
も
が
皆
学
生
時
代
に
戻
り
、

バ
カ
を
言
い
合
い
な
が
ら
昔
話
に
花

を
咲
か
せ
る
時
間
は
本
当
に
い
い
も

の
で
す
。

　

こ
う
い
っ
た
わ
た
し
た
ち
の
根
底

に
あ
る
共
通
の
絆
き
ず
な

は
〝
ふ
る
里
〞
で

す
。
ふ
る
里
へ
の
思
い
が
強
け
れ
ば

強
い
ほ
ど
人
生
が
豊
か
に
な
る
と
言

っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

合
併
３
年
目
に
入
っ
た
下
呂
市
で

す
が
、
市
内
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
伝

統
と
特
色
を
残
し
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
を
保
ち
な
が
ら
ふ
る
里
を
守

る
こ
と
が
、
何
よ
り
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
住
ん
で
い
て
も
、
そ
し
て
遠

く
に
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
て
も
、
い

つ
も
愛
着
と
誇
り
を
持
て
る
ま
ち
こ

そ
が
、
本
当
に
い
い
ま
ち
な
の
だ
と

思
い
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は

こ
ん
に
ち
は

　
　
　
　

   
市
長
で
す

市
長
で
す

こ
ん
に
ち
は

こ
ん
に
ち
は

　
　
　
　

   
市
長
で
す

市
長
で
す

こ
ん
に
ち
は

　
　

   
市
長
で
す

市
長　

山
田
良
司

　
　

ふ

　
　

ふ 

る 

里

　
　

ふ 

る 

里

来
た
れ
《
腕
》
自
慢
！

「
飛
騨
小
坂
力
持
ち
小
太
郎

杯
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
」

開
催
日
▼
10
月
15
日

場
所
▼
小
坂
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ

ン
ド
（
小
坂
町
長
瀬
）

参
加
種
目
▼
小
学
生
（
４
〜
６

年
生
）
女
子
の
部
、
同
男
子
の

部
、
中
学
生
女
子
の
部
、
同
男

子
の
部
、一
般
（
高
校
生
以
上
）

女
子
の
部
、
同
男
子
の
部
、
上

級
者
男
子
の
部
、
団
体
（
一
般

３
人
１
組
）
女
子
の
部
、
同
男

子
の
部

申
込
締
切
▼
10
月
２
日

申
込
・
問
合
先
▼
小
坂
市
民
生

活
課　

☎
62
・
３
１
１
１

三
輪
車
で
疾
走
！

「
南
飛
騨
三
輪
８
耐
２
０
０
６
」

競
技
▼
１
チ
ー
ム
５
人（
女
性
・

小
学
生
は
10
人
ま
で
）
で
、
８

時
間
に
コ
ー
ス
を
何
周
で
き
る

か
競
い
ま
す
。

開
催
日
▼
《
予
選
・
車
検
》
10

月
28
日
、《
決
勝
》
10
月
29
日

場
所
▼
下
呂
総
合
庁
舎
駐
車
場

（
萩
原
町
羽
根
）

申
込
締
切
▼
９
月
30
日

申
込
・
問
合
先
▼
実
行
委
員
会

事
務
局
（
小
林
）

☎
０
９
０
・
４
２
５
５
・
８
３
８
４

参

者

中

加

募
集



親子の豊かなひととき、感性豊かな子をはぐくむ

益田子ども劇場
　親子でプロによる音楽や舞台劇・人形劇などを鑑

賞する機会をつくろうと平成12年、「益田子ども劇

場」が郡内の母親らによって立ち上げられました。

　「子ども劇場」は、全国各地に組織があり、子ど

もの心を育て、親子のきずなを強めようと、それぞ

れが会員の会費で運営されています。

　益田子ども劇場の会員は、現在、親子210人。会

員を対象に年４～５回の例会（親子鑑賞会）と会員

相互の交流を深める、自主活動の二つを柱に活動し

ています。

　「益田にも子ども劇場を」と、仲間とともに立ち

上げに奔走し、今年５月まで運営委員長を務めた

熊﨑淑さん（萩原町西上田）は、「夫の転勤する先々

に子ども劇場があり、知らない土地で、他の家族と

交流するきっかけを得たり、親子で豊かな時間を過

ごすことができました」とその思いを話し、現運営

委員長の中島千晶さん（少ヶ野）は、「一緒に劇を

鑑賞することで、話題も増え、見たことのない子ど

もの表情を見ることもできて、私自身の視野も広が

りました」と話します。

　親子で感動を共有し、ふれあいの時をもってほし

い、テレビやゲームでは育たない、生の芸術に触れ、

感性を高めてほしいとの願いを込め活動しています。

また、鑑賞会だけでなく、ハイキングやクリスマス

会など親子での遊びの会を通して、親も子も、異年

齢のつながりを持ち、友だちの輪を広げていこうと

しています。

　「子どもたちの笑顔から、元気をもらっているの

は、むしろ私たちです」と。母親たちは、子どもら

の笑顔を糧に、今日もがんばっています。　　　 　

　　　　　　　　　　【問合先　中島　☎25-5748】

７月８日の鑑賞会、劇団「なんじゃもんじゃ」の二人と一緒に記念撮影。

鑑賞会の会場設営、受付まで、
すべて会員の手作り

演者の息遣いを感じながら、いつしか演劇の世界に引き込まれている
子どもたち
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子育て支援編

「ハナさんのおきゃくさま」
を上演する劇団「なんじゃ
もんじゃ」の２人

　　 益田子ども劇場
　身近な場所で、豊かな文化にふれながら、仲間と楽しく、

子育てしませんか。

  入会金：２００円  会費：年中児以上で１人 800円／月

　　益田子ども劇場事務所　（月 13～ 15 時／金 10～ 12 時）
　　TEL(FAX)　52-4053

年内の主な催し
  ９月   30 日　パントマイム　“KOYOマイムライブ”
11月 7､8日 ダンボール人形劇“お花のハナックの物語”
11月  26 日　クリスマス会（マジックシアター）
12月    ９日　マジック芝居“ファンハウス”「高尾晃市」


